
２００９年の７月初旬から９月末の３ヶ月弱，

筆者は米国リーハイ大学の Jain 教授のところ

でお世話になった。Jain 教授は International

Materials Institute for New Functionality in

Glass（IMI―NFG）（URL : http : //www．lehigh．

edu/imi/index．html）の長である。IMI―NFG

は米国立科学財団の主導のもと２００４年夏に発

足し，国境を越えた研究・教育活動を推進しガ

ラス分野のさらなる発展を目的とする組織であ

る。Jain 教授との出会いは，２００６年夏に遡る。

Jain 教授が，筆者が所属する平尾教授の研究

室に数ヶ月滞在されたのである。当時は大学施

設の案内や，パソコン周辺環境の整備のために

関わる程度で個人的に深く関わることはできな

かったが，２００８年１月６日から１７日に京都で

開催した“All―Paid US―Japan Winter School

on New Functionalities in Glass”で Local Or-

ganizing Committee として参加したことでよ

り深い関係を築くことができた。このWinter

School は，Jain 教授発案のもと平尾教授がEx-

ecutive Adviser となり，三浦准教授（京大），

田中教授（京大），Jain 教授，Pantano 教授（ペ

ンシルバニア州立大学）の主導で日本の学生

１５名，諸外国の学生１５名が泊りがけでガラス

について学びながら国際交流するもので，筆者

は主に運営と，企業見学・観光のツアーガイド

を担当した。ちなみにこの第１回Winter

School の成功を受け２０１０年１月には第２回と

してAll―Paid US―China Winter School が中国

を代表するガラス研究者の一人であるQiu 教

授とのコラボレーションで開催される予定との

ことである。平尾研究室と Jain 教授のグルー

プとの関係はそれ以外にも２００７年冬に当時Ｄ３

の学生だった北條氏がリーハイ大学に数ヶ月滞

在し，また，Jain 教授のグループの学生であ

る Stone 氏が２００８年夏，および２００９年夏にそ

れぞれ数ヶ月平尾研究室に滞在するなど交流が

続いている。そのおかげもあり，今年京大グロー

バルCOEプログラムの支援を受けて Jain 教授

のグループで研究したい旨を伝えたとき，Jain

教授は快諾してくださった。

リーハイ大学は米国のペンシルバニア州ベス

レヘム市にあり，ニューヨーク市の南西約１５０

kmのところにある。大学から歩いて５分の場

所にニューヨーク市行きのバス停があり，その

バスを使えば（時間通りなら）２時間３０分（往
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復で約４０ドル）でニューヨーク市に行ける。

ちなみにベスレヘム市は大阪の富田林市と姉妹

都市提携を結んでいる。筆者は京都に住んでお

り，行きは伊丹→成田→シカゴ→リーハイバレ

イ国際空港，帰りはリーハイバレイ国際空港→

ワシントンD．C．→成田→伊丹の経路で，伊丹

－リーハイバレイ間は待ち時間も合わせればい

ずれも２０時間強の長旅であった。リーハイ大

学はリーハイバレイ国際空港から約１０kmの

ところにある。

リーハイ大学では日本人を見かけることはほ

とんどなく，大学内で話すことができた日本人

は，同大学で教鞭をとる渡辺准教授だけであっ

た。日本人はほとんど見かけなかったが，リー

ハイ大学で私が話した人の国籍は，教員，研究

員，学生を含めると，思い出すだけでもアメリ

カ，メキシコ，ブラジル，イギリス，ドイツ，

ウクライナ，チェコ，エジプト，インド，韓国，

中国，タイ，モンゴルと多様であり国際色豊か

な大学であると感じた。

さて，生活であるが，筆者のアパートは研究

室から徒歩２分の好立地であった。そのため渡

航前はレンタカーの必要性を周りに説かれた

が，レンタカーを借りずに過ごした。ただ，徒

歩圏内のスーパーに日本の米は売っておらず，

唯一手に入る米はスペイン系のものだけであっ

た。正直にいえば，この米は日本の米と比べる

と味がなく，のど越し？が悪かった。筆者自身

は，ご飯よりおかずの方が好きという人間で，

これまでご飯が美味しいという表現を使ったこ

とはなかったが，滞在してまもなく３週間を経

ようという頃，前述の渡辺先生が日本の米を扱

うスーパーに車で連れて行ってくださったのだ

が，そのとき購入したカリフォルニア産の日本

米を食べたときあまりの美味しさに感動した。

日本にいた頃よりも野菜も美味しいと感じるよ

うになり，帰国して体重を量ってみたところ６

kg減っていた。渡航前，たまたま行った病院

で２，３kg痩せた方がよいと言われていたので

なんともうれしい御褒美であった。帰国後は，

これまで美味しいと思っていたものがさらに美

味しく感じる毎日で，とても幸せである。ちな

みにベーコンは米国の方がうまい。留学中はエ

ピソードにも事欠かなかった。ただし，結果的

に大きなトラブルもなく無事に帰ってきたこと

を先に述べておく。まず，リーハイ大学に到着

して３日目に，その日会う約束をしていた方の

車がキャンパス内の駐車場で盗まれた。しかも

真っ昼間に。４日目には，深夜２時に何者か

に叫びながら窓をドンドンドンと何回もたたか

れた。筆者のアパートは１階でベッドは頭部が

窓側を向いていたのだが，これにはかなり驚い

た。その後は一時期音にかなり敏感になった。

停電も何回かあった。筆者のアパートにはテレ

ビやラジオがなかったこともあり，日本では停

電してもさほどビックリしないが，最初の停電

のときは少し不安になった。アパートの敷地内

に車体に社名の入った車（後に別のエピソード

でその車が管理会社の車であることがわかっ

た）が止まっていたので思い切ってその車の人

に停電について質問してみたところアパートの

問題ではなく，周辺すべてが停電していること

がわかりホッとしたのを覚えている。もうすぐ

２ヶ月が過ぎようとしていた８月下旬，（米国

では８月下旬に２学期が始まるため）学生が戻

ってきた。筆者のアパートの２階の住人は学生

だったようで，これまでの静かな生活は２階の

学生がいなかったからであることがすぐにわか

った。学生がもどってきた日の深夜，寝ていた

ら何かポタポタという音が聞こえて目が覚め

た。なんと天井から水がもれてきた。上の住人

のドアをノックしたのは言うまでもない。ま

た，この学生はパーティが大好きなようで次の

日の夜には，あたかも筆者のすぐ隣にプレー

ヤーがあるかのごとく大きな音量（しかもすご

い重低音）の音楽が明け方まで続いた。以上の

ように日本ではあまり出くわすことのない出来

事を短い期間にまとめて体験することができ

た。

リーハイ大学での基本的な薬品や器具の購入
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システムについて述べておこう。リーハイ大学

では（おそらく）各研究室（もしかしたら経費

を持つ人）がアカウントナンバーを持ってい

る。リーハイ大学では業者に発注を行う専任の

方（ちなみにその部署は，材料科学専攻の建物

と化学専攻の建物が地下トンネルでつながって

いるのだがその地下トンネルの中間地点にあ

る）がいて，発注希望者は欲しい商品のカタロ

グ番号等の情報とアカウントナンバー，責任者

のサインを専用の用紙に記入し，専任の方に提

出する。専任の方が業者に発注し，商品は直接

研究室宛に業者から郵送される。筆者もこのシ

ステムに従い IMI―NFGのアカウントナンバー

を使わせて頂き，薬品やガラス器具などを発注

させていただいた。ここでエピソードをひと

つ。筆者は塩化金酸という薬品を使用している

のだが，普段は日本のメーカーから購入してお

りその化学式はHAuCl４・４H２Oである。リー

ハイでもこの薬品を発注しようとしたのだが，

どの業者のカタログを見てもHAuCl４・３H２O

しか売っていなかった。使用に関しては水溶液

にして用いるのでどちらでも問題はなかったの

だが，理由は気になるところである。滞在の最

後に“リーハイ大学でしたこと”についてプレ

ゼンしたのだが，そのとき余談のひとつとして

この話をした。その理由について日本は湿度が

高いからだといったら大うけであった。普段日

本ですべりまくっている筆者にとっては至福の

瞬間であった。冗談は米国の方が通じるよう

だ。

筆者は英語が下手だ。筆者が学生のとき，研

究室内の発表会で英語で発表していた留学生に

何とか質問しようと，紙に質問内容を書きそれ

を読んだことがある。発表会の後，同期の友人

に「読んでいるような英語やったな」と言われ

て「だって読んだんやもん！（笑）」といった

覚えがある。ちなみに，発表者の返答も本当は

理解できなかったのだが，「Thank you！」と

いって流してしまった。それが筆者の英語コミ

ュニケーションのスタートだった気がする。国

際会議の発表では，原稿をつくりそれを完全に

暗記する。（暗記しているので）スラスラと発

表するくせに，いざ質問タイムとなると質問者

が何をいっているのかわからないことも度々

だ。今回の留学中も理解度は状況と話し手に依

存して１０～９０％で大きく変動した。何人かの

人に聞いたところによると１年ほど経つとかな

り聞こえてくるようだ。３ヶ月の滞在で筆者は

そのレベルに達することはできなかったが少し

はレベルアップできたと思う。たとえば，帰国

前日のプレゼンでは約４０分の発表を原稿なし

で下手なりになんとか乗り切ることができた。

プレゼン当日も実験していたので原稿をつくる

暇がなかったのだが，実は，原稿をつくらなけ

ればその時間を実験に費やせるし，失敗するか

もしれないが今回の滞在で少しは上達しただろ

う自分の英語力を試す絶好のチャンスであり一

石二鳥だと思っていた。

米国にいる間，“挑戦”“主張”“笑顔”を自

然と意識していた。“挑戦”“主張”しなければ

非常にもったいない機会・環境だと心から思っ

ていた。また，皆さん笑顔が素敵であった。“笑

顔”は筆者の今年のテーマでもあったので特に

印象に残っている。科学者としては良くない表

現だが笑顔はエネルギーを生む。研究に関して

は，学生に戻ったみたいで本当に楽しかった。

３ヶ月弱という短期間であったため，やりたい

ことすべてできたわけでもないし，いくつもの

困難もあったが上記の３つのキーワードを胸に

過ごした結果，周りの方々の支えもあり最後ま

で充実した日々をおくることができた。得たも

のは大きい。すべては Jain 先生はじめグルー

プの皆様，そして渡辺先生，Dave，Bill，リー

ハイにてかかわってくださったすべての方，ま

た，筆者を快く送り出してくださった平尾先

生，三浦先生，下間先生はじめ研究室の皆様，

そして一緒に来てくれた妻のおかげである。心

より感謝申し上げる。
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